
重たい杵を頑張って持ち上げる

ひばり保育所　餅つき会

　1 月 11 日、ひばり保育所で餅つき会が開かれ、園
児 74 人が楽しみました。
　餅つき会は園児らに年中行事の餅つきを体験してほ
しいとの思いから開催されたもので、見学している園
児らの「よいしょ」のかけ声に合わせ 5 歳児 12 人が
力一杯杵を振り上げ餅をつきました。出来上がった餅
はすぐに配られ、あつあつの餅をほおばった園児らに
は笑みがあふれていました。

杵を振り上げあげぺったんこ

能登町新春書き初め大会
書道大会復活  心新たに筆を振るう
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　谷本正憲知事と生産者代表７人が意見を交わす「能
登の農業を語る会」が 12 月 10 日、輪島市で開かれ、

「顔の見える能登の食材部会」の山岸徳治副部会長は、
能登の小規模農家が作った農産物を金沢で販売する

「能登直行便」を紹介し更なるＰＲを要望しました。
　生産者や農業団体の約 1200 人が参加。谷本知事は

「金沢で足場を固め、課題を検証できれば、東京へ打っ
て出ることも夢ではない」と期待を込めました。

「能登直行便」の更なるＰＲを
山岸徳治氏　能登の農業を語る会で発言

谷本知事に「能登直行便」を紹介する山岸さん（右）

　1 月６日、柳田体育館で新春書き初め大会が開催され、町内の小中学生52 人が筆を振るいました。
大会は宇出津の「いきいき書道教室」に通う児童による元気いっぱいの書道パフォーマンスで幕が
開き、主催の柳田公民館の新出豊館長が「元気の良い書を書いてください」と開会の挨拶を述べ参加
者を激励しました。清書用紙が配られると会場の空気が澄み渡り、参加者は心を落ち着かせ一筆一筆
心を込めて筆を走らせていました。
　一年の初めに子供たちが筆を取ることで日本人の文化に触れる機会となり、豊かな心を育むこと
に繋がればと復活。能登町内では11 年ぶりの新春書き初め大会となりました。

見事町長賞を受賞した杉本
怜さん（鵜川小 3 年）

久田和紙の伝承に取り組む「みわ会」の会員の手ほどきを受けて

一枚に思いを
能都中学校　卒業証書づくり

　1月 4日、県漁協能都支所で初競りがあり、競り場
には能登の冬の味覚が所狭しと並びました。豊漁に買
い手にも力が入り、競りが始まると威勢の良い声が市
場に響き活気にあふれました。
　10㌔を超えるブランド品「宇出津港のと寒ぶり」を
はじめ約 500本のぶりのほか、スズキやカワハギなど
も多く水揚げされ、新春にふさわしい幸先の良い出だ
しとなりました。

立派なぶりに華やぐ市場

冬の味覚がずらり
県漁協能都支所 初競り

    事故のない町へ 心新たに
交通安全祈願祭 会員が扮するサンタクロースからプレゼントを受け取る園児

ベリースマイル  保育所園児らにプレゼント

　ブルーベリー農家の持続・発展を目指す町内の農家
でつくるグループ「ベリースマイル」の会員らが柳田
地内の保育所を訪れ、園児らに同会が製造した発酵ブ
ルーベリーを使った饅頭「発酵ブルーベリーのチーズ
マンジュ」を贈りました。
　12 月 25 日は柳田保育所の園児に 68 人に手渡し、受
け取った園児らは大きな声でお礼を述べ、甘いプレゼ
ントに喜びの表情を浮かべていました。

あふれるスマイル

15_NOTO＋2018.2

　町交通安全協会の交通安全祈願祭が 1 月 10 日、宇
出津の酒垂神社で行われ、関係者ら約 30 人が安全を
祈り交通事故ゼロに向け決意を新たにしました。交通
安全協会や交通推進隊、婦人団体協議会など各団体の
代表者が玉ぐしをささげたほか、今年は、同協会から
毎年町内の新 1 年生に贈られているランドセルカバー
のお祓いも行われ、新たな門出を迎える小学生の安全
を祈願しました。

事故ゼロへ、さらなる協力を呼びかける新平悠紀夫交通安全協会長

　町内の全中学 3 年生が町に伝わる伝統和紙の「久田
和紙」の卒業証書づくりを行っており、1 月 11 日は、
能都中学校 3 年生の生徒 49 人が小間生公民館で紙漉
きを行いました。
　美しく紙が仕上がるには、木枠に原料の楮を均一の
厚さに入れることが大切で、初めて挑戦した生徒は「難
しかったが何とかできた」と話し、出来上がった卒業
証書を受け取るのを心待ちにしている様子でした。

真剣な面持ちで
取り組む参加者
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中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ
れ

が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
各
種

の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て
か

ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と

お
知
ら
せ

そ
の
病
気
は
石ア
ス
ベ
ス
ト綿が
原
因
か
も

疾
病
の
補
償
・
救
済
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

家
族
や
支
援
す
る
人
が
病
気
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
で

病
状
の
改
善
を
目
指
し
、
本
人
も
家
族
も
明

る
く
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ

う
。

講
演　

老
年
期
を
中
心
と
し
た
う
つ
病
の
理

解
と
対
応
に
つ
い
て

講
師　

公
立
能
登
総
合
病
院
精
神
セ
ン
タ
ー

精
神
科
医 
眞
舘 

周
平
氏

対
象　

老
年
期
を
中
心
と
し
た
う
つ
病
や
う

つ
状
態
に
あ
る
方
の
家
族
等
や
そ
の
支
援
者

日
時　

2
月
20
日
㊋　

14
時
か
ら
16
時

場
所　

奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー
41
会
議
室

も
し
か
し
て
う
つ
病
か
も

家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す

山本勉委員長から提言書が手渡された

ニ
ュ
ー
ス

親
し
ま
れ
る
総
合
支
所
に

基
本
構
想
策
定
委
員
会
が
提
言

　

新
庁
舎
の
建
設
に
よ
り
、
現
在
の
柳
田
と

内
浦
の
分
庁
舎
は
総
合
支
所
と
し
て
建
て
替

え
を
行
う
計
画
で
す
。
能
登
町
総
合
支
所
基

本
構
想
策
定
委
員
会
は
地
区
や
各
種
団
体
の

代
表
、
町
議
会
議
員
ら
11
人
の
委
員
ら
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
29
年
８
月
か
ら

全
９
回
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
拠
点
施
設
と
し
て
必
要
な
機
能
や
規

模
、総
合
支
所
の
あ
り
方
な
ど
が
協
議
さ
れ
、

12
月
20
日
役
場
能
都
庁
舎
に
お
い
て
検
討
結

果
を
ま
と
め
た
提
言
書
が
持
木
町
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

提
言
書
を
受
け
取
っ
た
持
木
町
長
は
「
よ

り
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る

よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
委
員
に
こ
れ
ま
で
の

協
議
へ
の
労
い
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

柳
田
・
内
浦
の
総
合
支
所
は
今
後
設
計
と

工
事
を
実
施
し
、
新
庁
舎
と
同
じ
く
平
成
32

年
1
月
の
開
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

第
二
次
能
登
町
地
域
福
祉
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
中

　

町
で
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
総

合
的
な
指
針
と
な
る
「
第
二
次
能
登
町
地
域

福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
計
画

（
素
案
）
へ
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

計
画
（
素
案
）
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場

各
庁
舎
及
び
支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
・
募
集
期
間　

２
月
15
日
㊍
ま
で

 

☎
健
康
福
祉
課
（
72
）
２
５
０
３

ニ
ュ
ー
ス

能
登
牛
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を

知
事
懇
談
会
で
意
見
発
表

　

谷
本
県
知
事
を
囲
む
農
政
現
地
懇
談
会
が

ラ
ポ
ル
ト
す
ず
で
開
か
れ
、西
出
宏
さ
ん（
鶴

町
）
が
和
牛
生
産
の
支
援
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。

　

酪
農
家
の
所
得
向
上
や
能
登
牛
の
更
な
る

和牛生産の支援について意見発表を行う西出さん（左）

お
知
ら
せ

お
も
て
な
し
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

農
家
民
宿
セ
ミ
ナ
ー

　

全
国
の
農
家
民
宿
が
実
践
し
て
い
る
お
客

様
に
喜
ば
れ
る
お
も
て
な
し
術
の
紹
介
や
、

参
加
者
同
士
で
の
簡
単
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

農
家
民
宿
に
関
心
の
あ
る
方
、
農
家

民
宿
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
方
な
ど

講
師　

都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構

鳴
島
礼
子
氏

日
時　

2
月
23
日
㊎　

14
時
か
ら

場
所　

奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー
42
会
議
室

（
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
4
階
）

参
加
料　

無
料　

※
定
員
先
着
30
人

申
込
み
・
問
合
せ
先　

2
月
15
日
㊍
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

県
農
林
水
産
部
里
山
振
興
室

☎
０
７
６
（
2
２
５
）
１
６
２
９

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局
ま
た

は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
制
度
の
案
内
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。　

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/n

ew
-

in
fo

/k
o

b
etu

/ro
u

d
o

u
/g

yo
u

sei/
rousai/120406-1.htm
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問
石
川
労
働
局
労
労
災
補
償
課

☎
０
７
６
（
２
６
５
）
４
４
２
６

お
知
ら
せ

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
所
開
催

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日
常
生
活
に

お
け
る
法
律
に
関
す
る
悩
み
を
相
談
で
き
る

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

2
月
20
日
㊋   

13
時
半
～
15
時
半

場
所　

役
場
能
都
庁
舎　

1
階
福
祉
相
談
室

※
相
談
さ
れ
る
場
合
は
予
約
が
必
要
で
す
。

1
人
の
相
談
時
間
は
約
30
分
間
で
、
今
回
4

ニ
ュ
ー
ス

楽
し
み
な
が
ら
学
ぼ
う

新
春
英
語
か
る
た
大
会

　

1
月
5
日
、
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
で

新
春
英
語
か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
１
年
生

か
ら
5
年
生
ま
で
の
児
童
19
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

 

大
判
の
手
作
り
か
る
た
は
フ
ロ
ア
一
面
に

並
べ
ら
れ
、
札
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
児
童

ら
は
走
っ
て
お
目
当
て
の
札
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。

　

例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
新
春
か
る
た
大

会
。
子
供
た
ち
が
持
つ
英
語
の
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
今
年
初
め
て
英
語

か
る
た
で
行
わ
れ
、
児
童
ら
は
か
る
た
遊
び

を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
英
語
に
親
し
み
ま

し
た
。

札に向かって勢いよく駆け出す児童

お
知
ら
せ

就
職
支
援
の
プ
ロ
が
お
答
え

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
出
張
相
談

　

就
職
支
援
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
が
、
個
別

相
談
を
始
め
、
応
募
書
類
の
書
き
方
、
面
接

対
策
な
ど
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス

や
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川
能
登

サ
テ
ラ
イ
ト
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　

就
職
や
仕
事
の
相
談
を
希
望
す
る
学

生
及
び
43
歳
未
満
の
方
。

※
再
就
職
を
目
指
す
女
性
は
年
齢
制
限
無
し
。

相
談
日
程

・
２
月
14
日
㊌　

午
後
２
時
～
午
後
５
時

・
３
月
7
日
㊌　

午
前
９
時
半
～
12
時
半

場
所　

役
場
能
都
庁
舎
1
階
福
祉
相
談
室

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川
能
登
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
０
７
６
７
（
53
）
７
０
７
０

ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
に
は
、
能
登
畜
産
セ
ン

タ
ー
で
遺
伝
的
能
力
の
高
い
受
精
卵
を
供
給

す
る
こ
と
が
重
要
と
発
表
。
県
側
は
、
能
登

牛
の
安
定
供
給
に
向
け
、
牛
の
受
胎
率
を
平

成
32
年
ま
で
に
現
在
の
40
㌫
か
ら
45
㌫
に
引

き
上
げ
る
目
標
を
示
し
ま
し
た
。

人
の
方
が
お
申
し
込
み
頂
け
ま
す
。

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
72
）
２
３
２
２

（
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
4
階
）

参
加
費　

無
料  

※
事
前
申
込
み
が
必
要

申
込
み
・
問
合
せ
先　

能
登
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

健
康
推
進
課

☎
０
７
６
８
（
22
）
２
０
１
１

ニ
ュ
ー
ス

波
並
地
区
で
扇
祓
い

家
庭
の
繁
栄
を
願
う

　

1
月
14
日
、
波
並
地
区
で
伝
統
行
事
「
扇

祓
い
」
行
わ
れ
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
太

鼓
を
鳴
ら
し
な
が
ら
地
区
の
中
を
唄
っ
て
練

り
歩
き
地
区
や
家
庭
の
繁
栄
を
願
い
ま
し

た
。

　

波
並
漁
港
で
行
わ
れ
た
左
義
長
で
は
、
正

月
飾
り
や
書
き
初
め
が
炎
に
包
ま
れ
、
中
に

立
て
ら
れ
た
竹
が
海
側
に
倒
れ
る
と
周
囲
か

ら
は
「
今
年
は
大
漁
や
」
と
い
う
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

玄関先で三本の扇を付けた青竹を振り口上を述べる
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能登高校魅力化プロジェクト・まちなか鳳
ほうすう

雛塾

勝負の冬  大学･高校受験はもうすぐそこ!!

受講対象者 月 火 水 木 金 土

高校生 16:00 ～ 22:00 9:00～22:00

中学 3 年生
A 17:00～18:30
B 19:30～21:00

※①

A 17:00～18:30
B 19:30～21:00

※①

中学 2 年生
中学 1 年生 ※②  19:30～21:00

小学4～6年生 　※③  16:00 ～ 18:00

※①…2 クラスに分けて実施します。クラスの希望についてはご相談ください。※②…中学 1・2 年生は、㊋～㊎の

うち、　都合の良い 2 日を選択。※③…小学生は㊋・㊌のどちらか。各日とも申込先着 5 人ずつ。

塾までの送迎や食事は、各自で用意してください。

2 月のまちなか鳳雛塾スケジュール

問まちなか鳳雛塾☎ 0768-84-5282
（ひかり電話のため局番が「84」です。）

受付時間　㊊～㊏の 16:00 ～ 22:00

まちなか鳳雛塾には
駐車場がありません

　塾生の保護者や入塾を考えて
いる方は、授業見学随時可能で
す。お気軽にご相談ください。

宇出津
総合病院

ENEOS

宇
出
津

  

小
学
校

コ
ン
セ
ー
ルのと

まちなか
鳳雛塾

役場↓

↑柳田

鳳寿荘↑

https://hosujuku.wixsite.com/machinaka
まちなか鳳雛塾で検索 !!

！ 中学 3 年生については、定員オー
バーのため募集停止しております。

　まちなか鳳雛塾では、冬休みでもセンター試験
を控えた高校生、高校受験を控えた中学生が連日
勉強に頑張っていました。
　高校 3 年生にとっては辛い時期かとは思います
が、最後まで粘り強く取り組んで欲しいと思いま
す。きっとこの 1 年間プレッシャーと戦い続けた
ことは今後の人生にも生きるはずです。
　中学 3 年生は高校受験のためだけでなく、高校
生に入ってから苦労しないような学力を身につけ
られるよう頑張ってほしいと思います。
　まちなか鳳雛塾スタッフ一同も、そんな彼ら彼
女たちを微力ながらサポートしていきます。
　町内の皆様も、街中で学生を見かけたら是非応
援の言葉をかけてあげてください♪

教室には生徒の緊張感と熱気が漂う

頑張る君たちを
サポートします! 奥野 上原フランシス

スタッフ
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　能都地区では空きびんの出し方が変更になります。今までは
同じ日にすべての空きびんを収集していましたが、４月からは

「茶色」と「透明・その他の色」の２回に分けて収集します。
※なお「透明」と「その他の色」は別々の袋に入れてください。

問環境対策課☎ 62-8507

ルールを守って美しいふるさとを

畳の処分は業者に依頼しましょう
　畳の入れ替えや増改築等で、不用になった畳を処分する場合
は、畳などを扱っているお店や商店にご依頼ください。
　また倉庫などに保管してある処分予定の畳についても同様に
ご依頼やご相談してください。
　皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

能都地区では 4 月から

「空きびん」の出し方が変わります

小間生公民館が
大賞を受賞

　「エコギフトによる頑張る学校・地域支援
事業」で、小間生公民館が大賞を受賞し、12
月 26 日谷本県知事から表彰されました。
　この事業は、学校や地域における省エネ・
省資源などの取組や、模範的な環境保全活動
が評価されるものです。 表彰状を受け取る新谷小間生公民館長

のと里山空港 2 月のイベント
■ 11 日㊐のっぴーグラスづくり
　2 月のデザイン
　　「のっぴーのあえのこと」
時間　10:00 ～ 12:00
　　　13:00 ～ 15:00
場所　空港 1 階能登の旅情報センター
　　　※一家族 1 個程度、限定 50
　　　個。参加料無料

「
の
っ
ぴ
ー
の
あ
え
の
こ
と
」

■ 11 日㊐～ 28 日㊌
「のと里山空港書道展」作品展示

場所　空港 2 階ロビー
■ 25 日㊐
おらが故郷お国自慢―輪島市―
時間　15:00　  場所　空港 2 階ロビー
※出演団体および内容は「のと里山空港ホームペ
ージ」2 月のイベント情報において発表します。

のと里山空港　イベント 検索
のと里山空港ホームページ
http://www.noto-airport.jp/info/

のと海洋ふれあいセンターのプログラム　

海藻押し葉 をつくろう！

　磯で採集した海藻をつかって
押し葉をつくります。

対象　どなたでも可。小学校低学年以下の方は　
　　　保護者同伴でお願いします。
定員　20 人（事前にお申込みください）
持ち物　暖かく、動きやすい服装・長靴など
参加費　ウォームシェア期間につき無料
　　　　※ただし、高校生以上は入館料必要です。
申込先・詳しくは　のと海洋ふれあいセンター
　　　　　　　　　　　☎ 74-1919、FAX74-1920

開催日　2 月 18 日㊐
時　間　10:00 ～ 12:00
場　所　のと海洋ふれあいセンター
　　　　　海の自然観察館、磯の観察路
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契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
12月15日～1月14日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

平成 29 年度　ＷＡＶＥのと　自動火災報知設備改
修工事 藤波 教育委員

会事務局 5,724,000 円 ㈱浅倉電気商会

平成 29 年度　29 災 -149 号　普通河川国重川　河
川災害復旧工事 国重 建設課 5,032,800 円 ㈲和光建設

平成 29 年度　29 災 -155 号　普通河川大箱川　河
川災害復旧工事 大箱 建設課 8,262,000 円 寺西建設㈱

平成 29 年度　29 災 -148 号　普通河川東谷川　河
川災害復旧工事 十郎原 建設課 5,454,000 円 ㈲干場重機建設

平成 29 年度　29 災 -159 号　普通河川谷内村川　
河川災害復旧工事 中斉 建設課 8,640,000 円 ㈱青木産業

平成 29 年度　県単急傾斜地崩壊対策事業　梅ノ木
急傾斜地崩壊対策工事（その 2）

宇出津
山分 建設課 17,010,000 円 鈴平建設㈱

平成 29 年度　県単急傾斜地崩壊対策事業　梅ノ木
急傾斜地崩壊対策工事（その 3）

宇出津
山分 建設課 13,500,000 円 ㈱ランドスケー

プ開発

平成 29 年度　29 災 -158 号　普通河川寺分川　河
川災害復旧工事 中斉 建設課 5,400,000 円 ㈱青木産業

平成 29 年度　29 災 -163 号　普通河川岩井戸川　
河川災害復旧工事 当目 建設課 5,853,600 円 ㈲渡瀬建設

平成 29 年度　生活基盤施設耐震化等交付金　水道
施設等耐震化事業　舗装本復旧工事（松波地内） 松波 上下水道課 19,062,000 円 北川ヒューテッ

ク㈱

平成 29 年度　舗装本復旧工事（羽根地内） 羽根 上下水道課 6,933,600 円 ㈱ソテック

平成 29 年度　能登町立小間生公民館　備品購入
小 間 生

（小間生
公民館）

教育委員
会事務局 5,335,200 円 ㈱千間啓文社

平成 29 年度　学校施設環境改善交付金事業　能登
町内浦第二体育館　防災対策工事（電気設備） 布浦拓 教育委員

会事務局 12,889,800 円 内浦電気工業㈱

平成 29 年度　能登町立鵜川小学校　土砂災害対策
工事（擁壁工） 鵜川 教育委員

会事務局 28,404,000 円 須美矢建設㈱

平成 29 年度　29 災 -151 号　普通河川河ヶ谷川　
河川災害復旧工事 河ヶ谷 建設課 5,378,400 円 南山工務店

続☆星のささやき

「バラ星雲」

問星の観察館「満天星」
☎ 76-0101

　この寒い冬空に、バラが一輪咲いています。でも残念ながら直接見ることはできま
せん。大きな望遠鏡を使っても見えません。カメラで撮影したときだけ美しく浮かび
上がるのです。
　このバラは、宇宙のガスと塵が集まったもので「散光星雲」と呼ばれる天体のひと
つです。さらに詳しく観測すると、グロビュールという黒い点がいくつも見られます。
星が誕生する場所と考えられています。
　この星雲は「いっかくじゅう座」（一角獣＝ ” ユニコーン ” のこと）にあります。冬
の大三角の中にあるのに、目立つ星はなく、星座の形は探しにくいです。一年で最も
一等星が多く、賑やかな星空の中、密かに神秘的に輝くバラなのです。

満天星へのお誘い

　プラネタリウムの星空を見
上げながら、ピアノとフルー
トの生演奏を聞きませんか。
日　時　2 月 11 日㊐
　　　　16:00 ～ 16:45
場　所　満天星プラネタリウム
参加費　大人 500 円、小中学生 
　　　　300 円、幼児無料
定　員　80 人　予約不要

☆バレンタインコンサート

フルート
豊若和美さん

ピアノ
諸谷順子さん

うみとさかなの科学館２ 月の教室

万華鏡 工作

貝殻ペイント工作

問うみとさかなの科学館☎ 62-4655

午前 9 時 30 分～ 11 時 / 午後 1 時～ 3 時 30 分

受付時間

毎週月曜日　※ 12 日㊗は開館します
休 館 日

無料（入館料・材料費とも）

料 金
※工作教室は小学生以上が
対象です。未就学児は保護者
が付き添いの上、一緒に一つ
の工作を作ってください。

能登町民卓球大会
参加者募集中

日時　2 月 18 日㊐　9:00
場所　内浦体育館
対象　小学生以上の町内在住者、
　　　在勤者または通学者
種目　男女別個人戦…小学生の部
　　　　　　　　　　一般の部（中学生以上）
　　　ダブルス戦…小学生親子ダブルスの部
　　　　　　　　　（祖父母も可）
参加料　小学生および小学生親子ダブルス…無料
　　　　中学生以上…300 円
参加申込　能都、柳田、内浦の各体育館まで
申込期限　2 月 11 日㊐ 17:00

問町卓球協会事務局　小畑純夫☎ 72-2203

＝満天星撮影＝
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募
集
職
種

人
員

①
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
厚
生
員

４
名

②
保
育
所
給
食
調
理
員

１
名

③
保
育
所
保
育
士

３
～

６
名

④
衛
生
セ
ン
タ
ー
技
能
労
務
職

１
名

⑤
建
設
課
屋
外
作
業
員

１
名

⑥
事
務
補
助
員

１
名

⑦
看
護
師
・
准
看
護
師

２
名

⑧
看
護
補
助
者

２
名

募
集

平
成
30
年
度
能
登
町
非
常
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職
員


